
Ill- 14
第20回電気学会東京支部新潟支所研究発表会

I CTを基軸とした金属加工形状検証システムの構築に関する検討
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1.はじめに

電子機器(パソコン,計測器など)の質体,自動車・
旅客機など乗り物の小物部品,家庭電化製品の匿体など
我々の身の回りの多くの製品を製造する際になくてはな
らない工程として平板金属加工工程(平板の金属を設計
データに基づいて裁断し,これに穴あけ,折り曲げ等の
加工を施す工程。以下,板金加工)がある。板金加工作
業の大部分は,全国に点在する中小企業から成る板金加
⊥業界が担っているが,この業界では未だに製品検査工
程にノギス等の器具が使われており,検査効率が極めて
低いことがかねてより指摘されていた。またそれが納期
短縮,コスト削減の大きな足かせとなっている。
我々は,板金加工検査工程にコンピュータによる画像

処理を導入し,検査工程の自動化と検査時間の短縮を図
るとともに,コンピュータで-I一元管理された検査データ
をクロスネットワークによって地域内同業者あるいは地
域間同業者で共有化できる高機能の検証システム構築を

研究を行っている。このような検証システムは
いて例がなく,本システムの実現により,国

内の板金加T.業界が,海外の業界に対し,優位を築ける
ものと考える。
今回は,システムの全体構想と画像取得に関する簡単

≦験の結果について報告するO

二サイクルと検査システムの性能

図1に現在の板金加工業界で行われている一般 加

工サイクルの概要を示すo　加工データに基づいて製造さ
れた試作品は,いったん検査工程に回り,作業員によっ
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図1　現在の加工サイクル
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て,穴の寸法や位置を一つ一つ紙の図面と照合する。こ　車検査デ→の軌
のとき.ノギスやマイクロメータなどの測定器具を使用

するため,製品検査に多大なコストがかか
ゆえ量産加工の途中工程で抜き聴り検査をイ

たそれ

常に難しい。しかも,量産加工中に一旦不具合が発生す
るとそれ以降大量
を抱えている。

一方

参加工場・あるいは

品が発生するという大きな問題

サイクル
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検査システムや検査データの共有
査工程の自動化と検査時間の

ユりでなく,高価な検査装置一式を
地域内に共同設置したり　WEB　コンテンツを共同利用した
りすることも可能となる。結果としてたとえば, 1)量
産加T.の途中でも頻繁に抜き取り検査を行い,不良ゼロ
で大量加工することができる, 2)検査結果をホストサ
ーバーに保存しておくことにより,発注元と請負工場間
における双方向的な製品確認をコンピュータの画面上で
同じ画像を見ながら行える, 3)発注元からいつでも製
品の量産指示やリピートオーダーが行えるなど,検査工
程の大幅なコスト削減を図りつつ,不良品発生の根絶,

納期の短縮,再受注の迅速化を実現することができる。
検査システムでは,検査対象となる板金加工品の画像

読み取りに,スキャナー,デジタルカメラといった2種
類の光学機器を使用し,目標性能を
・最大取得サイズAl版(594mmX841mm)
・検査精度0.5mm
・画像処理時間15分以内
とした。画像取得時間は各光学機器で,それぞれ5分以
内, 10秒以内と想定している。
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図2　提案する加工サイクル

3.画像取得に関する予備実験
今回はスキャナー読み取りに関して予備実験を行った

スキャナーは,反射モードと透過モードで画像取得を行
い,両者の特性の比較を行うこととした。

図3 (a)と図3 (b)に反射モードおよび透過モードで取
得した画像をそれぞれ示す。 (a)の反射モードでは,試料
表面のキズや凹みまで画像データとして含まれるため,
エッジ検出に障害が出ることが予想される。一方透過モ
ードでは開口部のみが鮮明に検出できていることから,
本検査システムでは,透過モードが適するものと考えら
れるO　今後,材料の厚み,開口部での光の回折等の影響
について検討していく必要のあることがわかった。 。

塾盈　木研究の一部は,総務省戦略的情報通信研究開発
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(a)反射モード　　　　　(b)透過モード
図3　画像品質のスキャナー読み取りモード依存性


